
川崎市環境基本計画

～環境を守り  自然と調和した  活気あふれる        
　　　　　　　　　持続可能な市民都市  かわさき～

2011（平成23）年３月全面改定

2011（平成23）年３月全面改定

川崎市環境基本計画

川
崎
市
環
境
基
本
計
画
２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
全
面
改
定

川
崎
市

◯この印刷物は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）
に基づく基本方針の判断の基準を満たす紙を使用しています。
◯この印刷物は、大豆インキを使用しています。





は じ め に 
 

 私たちは、大気や水、緑や土壌など、様々な自然の恵みからな

る環境のなかに生きていますが、これらの恵みは無限なものでは

ありません。また、私たちの暮らしは、貴重な資源から様々なも

のを生み出し、これらを消費する社会経済活動の支えによって成

り立っています。 

地球温暖化や失われつつある生物多様性などの環境問題は、

日々の暮らしと密接に結びついており、私たち一人ひとりが、環

境に配慮した行動を実践していくことが何よりも重要な問題です。 

本市では、1994 年に全国に先駆けて環境基本条例に基づく環境

基本計画を策定し、2002 年に目標などの一部見直しを行いながら、総合的かつ計画的に環境行政

を推進してきましたが、その結果、大気環境や河川水質の改善をはじめとして、ごみ排出量の減

少、緑地の保全などの成果が挙がっております。 

 今回の計画では、これまでと同様の課題に対処していくとともに、様々な展開が見られる環境

に関する国内外の情勢や環境行政の動向に対応するため、「地域の生活環境のみならず、地球環境

を見据えた計画づくり」、「多様な主体の環境配慮行動を促進する計画づくり」を念頭に、全面的

な見直しを行っています。 

 具体的には、地域の環境対策について万全を期すとともに、一層の取組が求められている地球

温暖化対策に関する内容を充実させています。また、日々の暮らしに起因するエネルギーや資源

の消費など、社会経済活動と密接に結びついた環境問題に取り組む上では、市民・事業者の皆様

と力を合わせた着実な取組が大切になってまいりますので、こうした考えについて計画に示して

いるところです。 

 さらに、本市の特徴を活かした取組として、地球規模での環境問題が深刻化する中、公害対策

等で培った優れた環境技術の集積を活かし、国際社会に貢献していくことなどについて掲げてい

ます。 

 川崎の良好な街づくりのみならず、地球のよりよい環境を将来の世代に引き継いでいくために、

市民・事業者の皆様とともに、環境施策を積極的に推進してまいりたいと思いますので、皆様の

一層の御理解と御協力を心からお願い申し上げます。 

 

 
 ２０１１年３月 

川崎市長                
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